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9. 研究実績の概要

これまでの研究から、一次繊毛局在性GPCRであるHtr6のcilia targeting sequence (CTS)を同定した。また、Htr6の一次繊毛局在に影
響を与えるタンパク質pXを同定し、さらにpXの発現抑制細胞においては種々の一次繊毛局在性タンパク質の一次繊毛局在が阻害される
ことが見出された。

    （１／５）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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（2）おおむね順調に進展している。

Htr6の一次繊毛局在に介在する分子機構の解析が進んでいるため。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)

一次繊毛 GPCR

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの進捗状況

今後の研究の推進方策

pXによるHtr6の一次繊毛局在化機構をより詳細に検証する。既にpXと相互作用する候補分子群を同定しているため、今後はpXとこれら
のタンパク質がどのように協調してHtr6の一次繊毛局在を制御するか調べる。また、pX以外にHtr6の一次繊毛局在に影響をあたえるタ
ンパク質を、網羅的なsiRNAスクリーニングにより探索する。

（今後の推進方策）

    （２／５）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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13.研究発表（平成２７年度の研究成果）
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14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況
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16.本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

（１）国際共同研究： －

17.備考
奈良先端科学技術大学院大学バイオサイエンス研究科分子情報薬理学研究室ホームページ 
http://bsw3.naist.jp/itoh/ 
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